
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
令和 7年 10月 31日 第６ 号 

きずな 

今年度の重点目標 

「学ぶ楽しさを感じ、課題を主体的に 

取り組み変容する児童の育成」 

合言葉 

★一歩前進、プラスワンで進化しよう 

絆 
明徳小学校 学校だより 

          絆を力に。「プラスワン」の挑戦 

校長   山  下 礼 子  

 

先日の全校給食でいただいた特製カレーの温かい味が、今も胸に深く残っています。それは、

単に美味しいというだけでなく、明徳小の子どもたちの「思いやり」と「協力」、そして強い「絆」

がたくさん詰まった、特別な一皿だったからです。 

今年の春から大切に育ててきた野菜が、この特製カレーの具材として大活躍しました。この明

徳小で恒例となっている特製カレー作りの学習では、今年も高学年の子どもたちが企画・調理の

中心となって活躍してくれました。 

彼らは、まず２つの調理チームに分かれ、レシピや調理のポイントを熱心に調べ、全員が理解

できるよう分かりやすい計画表を作成しました。そして調理当日には、慣れない調理器具や火加

減に戸惑う下学年の子どもたちに対し、一歩踏み込んだ「プラスワン」の声かけを見せてくれま

した。 

「玉ねぎは目にしみるけど、頑張ってね！」 

「この使い方なら安全だよ。」 

「カレーを混ぜるときは、ゆっくり優しくね。」 

「使い終わったから洗っておくね。」 

 

調理室に響く温かい声と、教え合う笑顔。まさに仲間との協力によって作り上げられたカレー

でした。全校で味わったそのカレーは、自分たちが育てた野菜の甘みと、じっくりと煮込まれた

具材の旨味がとけあい、まろやかで深いコクのある味。それは、食材への愛情と、全校の仲間を

思いやる気持ちが最高のスパイスとなった、格別な「心に響く味」でした。 

このカレー作りで見せてくれた「絆」の力と、期待を超える「プラスワン」の挑戦を、子ども

たちは次に控える学習発表会でも必ず発揮してくれると確信しています。 

 

現在、子どもたちは学習発表会に向けて、「笑顔の舞台 一歩前進 明徳パワー」をテーマに、

それぞれの役割に真剣に取り組んでいます。最高の発表にするため、今の自分たちにできること

以上の「プラスワン」の工夫と努力を重ねている最中です。当日は、練習の成果はもちろん、子

どもたちがお互いを思いやり、全力で表現し合う楽しさが伝わる、見ている人も笑顔になれる、

楽しく思い出に残る発表になることと思います。 

ご来賓、保護者・地域の皆様には、子どもたちが全力を出し切れるよう、会場で温かく見守っ

ていただくとともに、温かい拍手をいただけますよう、心よりお願い申し上げます。子どもたち

の真剣な姿と、輝く笑顔に、ぜひご期待ください。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

３日（月）文化の日 
４日（火）全校朝会 学習発表会係活動 
６日（木）学習発表会総練習 
７日（金）学習発表会前日準備 
８日（土）学習発表会 長寿を祝う会 

１０日（月）振替休業日 
１１日（火）学習発表会後片付け  

交流学習（低学年）  
１２日（水）教育相談週間（14日まで） 

 交流学習（中学年） 

１３日（木）職員会議 
１４日（金）児童会 特支交流学習（高学年） 
１８日（火）読み聞かせ 食育授業 
１９日（水）七彩との交流会 
２０日（木）PTA少年団合同監査 16:00 
２１日（金）クラブ 
２４日（月）振替休日 
２５日（火）ふるさと学習４年 
２６日（水）全校参観日 

児童生徒作品展（12/7まで） 
２８日（金）午前授業（研究会のため） 

１１月 行事予定 

異学年の集団で・・・ 

「マラソン」のスタミナタイムに続き、「なわと
び」のスタミナタイムが始まりました。運動会の紅
白の２チームに分かれ、大縄を続けて何回跳べるか
に挑戦する「チームジャンプ」を行っています。６
年生が中心になって、下級生に「頑張ろう」「みんな
で息を合わせて」と声をかけながら、挑戦していま
す。その姿を下級生もしっかり見ています。２年生
～６年生と異学年で１つのこと 
に挑戦できる所が明徳小学校の 
よい所です。学習発表会の「よ 
さこい」も異学年のグループで 
練習しています。異学年の集団 
だからこそ見える児童相互の学 
びがあります。 

生成 AIを授業で使うには  ～学習者が主体的に～ 

 先日、管理職向けの生成 AI の活用に係る研修を受けました。その中で印象的だったことは、生成AI を
授業の中で活用するために必要な条件として、「学習者が主体的である」ということが入っていたことで
す。教師主導の授業で生成 AI を使っても、子どもは自分で考えることを放棄し、答えをコピーするだけに
なってしまう、ということでした。ここ数年、授業の形がどんどん変わってきています。授業の形がどん
なに変わっても、授業を行う教師が「子どもが主体的になれるような授業」を行うことが大切ということ
だと思います。現在、明徳小学校では「子どもが主語になる授業」を目指して、教職員研修 
を行っています。２４日（金）には上川教育局の指導主事をお招きして、「子ども主語」の 
授業についての研修を行いました。「教師が主導する授業」から「子どもが主体の授業」へ 
と変革が求められています。今後、生成 AIを活用した授業が増えてくることが予想されま 
すが、「学習者が主体的になっているか」を大切にしていきたいと考えています。 

総合的な学習 ～カレー作り～ 

 ７日（火）、子どもたちが栽培した野菜を使って、カレー
を作って、給食として食べました。子どもたちは「おいし
い、おいしい」と満足そうに食べていました。この学習は
「総合的な学習」として行われています。「総合的な学習」
は学校・地域の実情や児童の実態に応じて行われます。明徳
地区の豊かな自然環境を生かし、野菜作りを行い、収穫した
野菜を使って、カレーを作り食べ、収穫の喜びを実感する学
習となっています。この学習を通して、 
地域のよさを感じ、地域を愛する子に 
育ってほしいと願っています。学習発 
表会では、栽培活動で学んだことをも 
とに自分の課題を見つけ、調べ学習し 
たことを発表します。お楽しみに。          

 
 １１／８（土）の学習発表会に向けて、練習を頑張っています。地域の方もお気軽に学校まで

足を運んでいただき、子どもたちの頑張りを見にきてください。お待ちしています。 

楽しい明徳プロジェクト 

２２日（水）、鈴木佳由さんと４回目の
「楽しい明徳プロジェクト」の授業を行
いました。学習発表会で発表する流れを
確認しました。佳由さんのちょっとした
アドバイスから子どもたちは表現力をど
んどん高めていました。これが外部の専
門家の方から教わる良さだと感じまし
た。子どもたちが、の 
びのびと詩を朗読する 
姿を見ていただきたい 
と思います。プログラ 
ム２番「明徳小の詩」 
です。 

防犯教室「いかのおすし」 

 １７日（金）、旭川東警察署の 
職員の方を招いて、親子防犯教 
室を行いました。今回は「不審 
者から身を守る方法」について 
学びました。不審者から身を守 
る方法として、防犯標語「いかのおすし」（「知ら
ない人についていかない」「知らない人の車にの
らない」「危ない時はおおきな声で叫ぶ」「その場
からすぐ逃げる」「大人の人にしらせる」）を教え
ていただきました。家庭での注意もお願いしま
す。地域全体で子どもたちの安全を守っていけれ
ばと思います。不審な人を見かけたら、子どもた
ちの安全を守り、学校まで連絡をお願いします。
ご協力、よろしくお願いします。 

 


